
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 1543年に種子島に漂着した船により、日本に初めて鉄砲が伝えられました。当時の種子島の鍛冶職人がその仕組みを学び国産化を進めたといわ
れる、この武器を日本に伝え、後に長崎などを拠点にキリスト教の布教を伴う貿易を行った国はどこですか。 （2016年 長野県公立入試 類似）

1. スペイン 2. オランダ 3. ポルトガル 4. イギリス

問2 1543年、九州の南側に位置する種子島にポルトガル人が漂着した際、日本に初めて伝えられた武器について述べた文として、正しいものはどれ
ですか。 （2017年 神奈川県公立入試 類似）

1. この武器は弓矢と呼ばれ、従来の
騎馬武者による一騎打ちをより重視
させるようになった。

2. この武器の伝来と同時にフランシ
スコ・ザビエルによってキリスト教
が日本に広められた。

3. この武器は高度な技術が必要だっ
たため国内での製造ができず、終始
輸入に頼っていた。

4. この武器は鉄砲と呼ばれ、その後
の戦国時代の戦い方を集団戦へと大
きく変化させた。

問3 室町時代後半から戦国時代にかけて、各地で勢力を強めた戦国大名は、家臣や領民を統制し、自らの領国を独自のルールで支配しようとしまし
た。このように、戦国大名が領国支配のために独自に制定した法律を何といいますか。 （2021年 岡山県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 武家諸法度 3. 十七条の憲法 4. 御成敗式目

問4 1543年にポルトガル人を乗せた船が現在の鹿児島県にある島に漂着し、日本に初めて火縄銃が伝えられました。この出来事がその後の戦国時代
の戦い方に与えた影響として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 弓矢が全く使われなくなり、すべ
ての兵士が銃を装備した。

2. 接近戦を防ぐために、城の石垣を
あえて低く築くようになった。

3. 騎馬武者同士による一騎打ちが戦
いの中心となった。

4. 足軽などの歩兵による集団戦法が
重視されるようになった。

問5 鉄砲の伝来がその後の日本の戦い方や社会に与えた影響として、最も適切な説明を選びなさい。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. 鉄砲の製造が困難であったため、
一部の特権階級のみが儀礼用として
保持した。

2. 集団戦法が主流となり、強力な火
力から守るための堅固な城が築かれ
るようになった。

3. 武士個人の技術がより重視される
ようになり、刀や弓矢による一騎打
ちが増加した。

4. 外国との交易が危険視されたため
、すぐに鉄砲の使用や製造が全面的
に禁止された。

問6 室町時代後半から戦国時代にかけて見られた、身分や立場が下の者が、実力によって上の者に打ち勝ち、その地位を奪う社会的な風潮を何とい
いますか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 御成敗式目 2. 下剋上 3. 一向一揆 4. 尊王攘夷

問7 日本に鉄砲が伝来した16世紀半ばの世界情勢について説明した文として、最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2019年 大分県公立入試 類似）

1. ドイツのルターが、ローマ教皇や
教会の権威を否定し宗教改革を開始
していた。

2. ムハンマドがイスラム教を創始し
、アラビア半島の統一を進めていた
。

3. チンギス・ハンがモンゴル帝国を
建国し、ユーラシア大陸の広範囲を
支配していた。

4. アメリカでリンカーンが大統領に
就任し、南北戦争が勃発していた。

問8 戦国時代、現在の福井県にあたる北陸地方の要所に位置し、戦国大名の朝倉氏が有力な家臣を城下町へ集住させて築き上げた拠点の名称を選び
なさい。 （2022年 熊本県公立入試 類似）

1. 一乗谷 2. 安土 3. 山口 4. 小田原

問9 戦国時代、室町幕府の支配力が弱まる中で、各地の戦国大名が自らの領国内の家臣や領民を統制するために独自に定めた法律を何と呼びますか
。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 御成敗式目 2. 分国法（家法） 3. 公事方御定書 4. 武家諸法度

問10 1543年に九州南部の種子島にポルトガル人が漂着した際、日本に初めて伝えられた武器について、その後の歴史に与えた影響として正しいもの
はどれか。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. 戦い方が騎馬による一騎打ちから
、足軽による集団戦へと変化し、城
の構造も強固な石垣を持つものへと
変化した。

2. この武器の輸入を目的として、室
町幕府の足利義満によって明との間
で勘合貿易が開始された。

3. 鎌倉時代にモンゴル帝国が襲来し
た際、日本の武士が防衛のためにこ
の武器を組織的に使用して撃退した
。

4. この武器の伝来をきっかけに、日
本独自の武術である剣術や弓術が廃
れ、すべての合戦がこの武器のみで
行われるようになった。

問11 1543年、九州の南方に位置する種子島に漂着した中国船に乗っていた人々によって、日本に初めて鉄砲が伝えられました。このとき、日本に鉄
砲を伝えたのはどこの国の人々ですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. スペイン人 2. ポルトガル人 3. イギリス人 4. オランダ人

問12 戦国大名が領国内の統制を図るために定めた「分国法」の性質について説明したものとして、正しいものはどれですか。 （2024年 東京都公立入試 類似）

1. 大名が自分の領国内にのみ適用し
た独自の法律であり、地域の実情に
応じた内容であった。

2. 豊臣秀吉が全国を統一した後、農
民から武器を取り上げるために発令
したものであった。

3. 源頼朝が全国の守護や地頭に対し
て、公家との紛争を公平に裁くため
に制定したものであった。

4. 日本で最初の本格的な法律であり
、天皇を中心とした律令国家の仕組
みを定めたものであった。

問13 室町幕府の権威が衰退した戦国時代、各地で実力を持った戦国大名が登場しました。彼らが幕府の法律に頼らず、自らの領国を独自に支配し、
家臣や民衆を統制するために制定した法律を何といいますか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 御成敗式目 3. 公事方御定書 4. 武家諸法度

問14 越前国（現在の福井県）を支配した朝倉氏の法には、本拠地である朝倉館のほかに国内に城を構えることを禁じ、有力な家臣を一乗谷に移住さ
せるよう命じた規定があります。戦国大名がこのような定めに代表される「分国法」を制定した主な目的として、最も適切な説明はどれですか
。 （2021年 三重県公立入試 類似）

1. 一乗谷を商業の中心地とし、家臣
に農業ではなく外国との貿易に専念
させるため。

2. 村々に代官を置くことで、農民か
ら直接税を徴収する太閤検地の予備
調査を行うため。

3. 家臣を城下町に集めて監視・統制
を強め、反乱を防ぐとともに領国支
配を安定させるため。

4. 幕府が定めた武家諸法度を遵守さ
せ、将軍への忠誠心を高めるための
準備を行うため。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 3

ポルトガル
1543年に種子島へ鉄砲を伝えたのはポルトガル人です。この出来事をきっかけに、日本国内
で鉄砲の量産が始まり、戦国時代の戦術が大きく変化しました。また、ポルトガルとの貿易は
「南蛮貿易」と呼ばれ、キリスト教の布教と密接に結びついていたことが特徴です。

問2 答え 4
この武器は鉄砲と呼ばれ、その後の戦国時代
の戦い方を集団戦へと大きく変化させた。

1543年に種子島へ伝来した鉄砲は、それまでの武士個人による一騎打ちから、足軽の集団が
鉄砲を一斉に射撃する戦術へと戦い方を一変させました。鉄砲はその後、堺（大阪府）や国友
（滋賀県）などで国産化が進み、全国の戦国大名へと普及しました。なお、キリスト教の伝来
は1549年であり、鉄砲の伝来とは時期や経緯が異なります。

問3 答え 1
分国法

室町幕府の権威が衰退した戦国時代、各地の戦国大名は幕府の法律に頼らず、自分の領国（分
国）を治めるための独自の法を定めました。これが分国法です。代表的なものに、武田氏の「
甲州法度次第」や今川氏の「今川仮名目録」などがあります。これに対し、御成敗式目は鎌倉
時代、武家諸法度は江戸時代に制定されたものです。

問4 答え 4
足軽などの歩兵による集団戦法が重視される
ようになった。

火縄銃の導入は、それまでの騎馬武者による一騎打ちを中心とした戦いから、組織化された足
軽の集団による一斉射撃などの戦術へと変化させました。織田信長が長篠の戦いでこの戦術を
効果的に用いたことは有名です。これにより、個人の武勇よりも組織的な運用や物資の調達能
力が勝敗を左右するようになりました。

問5 答え 2
集団戦法が主流となり、強力な火力から守る
ための堅固な城が築かれるようになった。

鉄砲の普及により、それまでの騎馬武者による一騎打ち中心の戦い方から、足軽による集団戦
術へと大きく変化しました。織田信長が長篠の戦いで鉄砲隊を活用したことはその代表例です
。また、鉄砲や大砲の攻撃に耐えるため、石垣を高く積み上げ、広い堀を持つ巨大な城郭が築
かれるようになるなど、軍事・建築の両面に大きな変革をもたらしました。

問6 答え 2
下剋上

応仁の乱以降、幕府や守護の権威が衰えたことで、家柄よりも軍事力や政治力といった実力が
重視されるようになりました。家臣が主君を倒して実権を握るといったこの動きは、戦国時代
の社会を象徴する現象です。選択肢にある「尊王攘夷」は幕末の思想、「一向一揆」は浄土真
宗の門徒らによる抵抗運動を指します。

問7 答え 1
ドイツのルターが、ローマ教皇や教会の権威
を否定し宗教改革を開始していた。

鉄砲が伝来した1543年は16世紀にあたります。この時期、ドイツではルターによる宗教改革
が進んでいました。他の選択肢について、イスラム教の創始は7世紀、モンゴル帝国の建国は1
3世紀初頭、アメリカ南北戦争は19世紀の出来事であり、いずれも鉄砲伝来の時期とは重なり
ません。

問8 答え 1
一乗谷

越前国（現在の福井県）を支配した朝倉氏は、一乗谷を拠点として栄華を極めました。それま
で各地の領地に分散していた有力な家臣を城下町に強制的に住まわせる「集住」を行うことで
、大名による統制を強め、軍事力を集中させる体制を整えました。この仕組みは、後の近世城
下町の先駆けとなりました。

問9 答え 2
分国法（家法）

室町幕府の権威が衰退し、守護大名が自立して戦国大名へと成長する過程で、自らの力で領国
を維持・統治する必要が生じました。そこで、大名は幕府の法律に頼らず、独自の統治ルール
として分国法を制定しました。今川氏の『今川仮名目録』や武田氏の『甲州法度之次第』など
がその代表例です。

問1
0

答え 1
戦い方が騎馬による一騎打ちから、足軽によ
る集団戦へと変化し、城の構造も強固な石垣
を持つものへと変化した。

1543年に種子島に伝わった鉄砲（火縄銃）は、戦国時代の合戦のあり方を根本から変えまし
た。それまでの騎馬戦中心から、訓練された足軽による集団戦が主流となり、織田信長などの
有力大名がこれを活用して全国統一を進めました。また、鉄砲の威力に対抗するため、城は高
い石垣や堀を備えた大規模なものへと進化しました。

問1
1

答え 2
ポルトガル人

16世紀半ば、東アジアに進出していたポルトガル人が、種子島に漂着した中国船に乗っていた
ことから、日本に初めて鉄砲がもたらされました。当時の種子島島主であった種子島時尭（と
きたか）がこれを買い取り、国産化を命じたことで、日本国内での製造と普及が始まりました
。

問1
2

答え 1
大名が自分の領国内にのみ適用した独自の法
律であり、地域の実情に応じた内容であった
。

分国法は、駿河国の「今川仮名目録」や甲斐国の「甲州法度之次第」のように、各戦国大名が
それぞれの領国の維持・発展のために独自に定めた法典です。幕府による全国一律の支配が及
ばなくなった時代において、各大名が家臣の統制や年貢の確保、領民の管理などを目的として
作成しました。他の選択肢にある大宝律令や御成敗式目、刀狩令とは時代や制定主体が異なり
ます。

問1
3

答え 1
分国法

室町幕府の支配力が弱まり、各地の守護大名が自らの実力で領地を治める戦国大名へと成長す
る過程で、独自のルールが必要となりました。これを分国法（または「家法」）と呼びます。
鎌倉幕府の御成敗式目や江戸幕府の武家諸法度とは異なり、各大名が自分の領国内だけで適用
するために定めたという点が特徴です。

問1
4

答え 3
家臣を城下町に集めて監視・統制を強め、反
乱を防ぐとともに領国支配を安定させるため
。

戦国大名は、家臣が各地で独立した勢力を持つことを防ぐため、分国法によって城の建築を制
限したり、家臣を自身の本拠地（城下町）へ強制的に住まわせたりしました。これにより、大
名は家臣を直接コントロール下に置き、軍事力を集中させることで強固な領国支配を実現しよ
うとしました。


